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第
７
到

拿
腐
η
年
３

．
通
常
絶
会
開
催
報
告
一

今
年
度
の
通
常
総
会
は
、
６
月
７
日

（日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
兵

庫
県
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
局
社
会
福
祉
課
企
画
調
整
参
事

林
康
夫

様
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事

　

水
守
研
吾
様
、
兵
庫
県
介

護
福
祉
士
養
成
校
連
絡
協
議
会
会
長
校
神
戸
女
子
大
学
健
康
福
祉
学

部
教
授

泉
妙
子
様
に
臨
席
賜
り
、
ま
た
、
公
益
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
士
会
常
任
理
事
　
洩
野
幸
子
様
よ
り
、
日
本
介
護
福
祉
士
会
を
代
表

し
て
祝
辞
と
鞭
撻
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

当
日
の
出
席
者
は
３‐
名
、
委
任
状
提
出
会
員
６
３
１
名
で
、
定
数
を

満
た
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
議
長
に
中
日
明
克
会
員
、
議
事
録
署

名
人
に
齋
藤
裕
紀
子
会
員
と
福
田
晶
子
会
員
を
指
名
し
て
審
議
が
ス
タ

ー
ト
し
、
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
続
い
て
の
記
念
講
演
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
六
甲
の

館
施
設
長

溝
田
弘
美
氏
を
お
迎
え
し

「今
、
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
～

介
護
職
員
へ
の
エ
ー
ル
と
期

待
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
福
祉

施
設
の
職
員
を

「
人
財
」
と

称
し
、
そ
の
「
使
命
」
と

「
や

り
が
い
」
を
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

終
了
前
に
は
、
聴
講
生
か
ら

多
く
の
質
問
が
挙
が
り
ま
し

た
が
、
自
施
設
で
の
取
り
組

み
例
等
を
交
え
て
、
丁
寧
な

回
答
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
、
大
変
、
好
評
を
得
た

講
演
と
な
り
ま
し
た
。
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平
成
４
年
に
開
設
し
た
ラ
イ
フ
明
海
は

子
午
線
の
あ
る
明
石
市
、
明
石
大
橋
や
淡

路
島
が
見
渡
せ
る
藤
江
海
岸
沿
い
に
あ
り

ま
す
。
ンヽ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
含
め
１
２
３
床

の
老
人
保
健
施
設
で
、
医
療
法
人
社
団
弘

成
会
を
母
体
と
し
て
、
病
院
や
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
、
デ
イ
ヶ
ア
、
在
宅
部
門
が
一
体
と
な

り
、
地
域
に
、
医
療
や
福
祉
の
連
携
の
一
体

化
を
図
り
、
「と
き
に
治
し
、
し
ば
し
慰
め
、

つ
ね
に
癒
す
」
の
理
念
の
も
と
、
地
域
と
の

架
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

施
設
で
は
多
職
種
が
一九
と
な
り
、
´
」
利

用
者
様
の
心
身
の
自
立
を
支
援
し
、
１
日
も

早
く
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
豊
か
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
在
宅
復
帰
、
在
宅

支
援
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
職
員
に
よ
る
個
別
訓
練
で
は
、

在
宅
生
活
に
必
要
な
動
作
を
具
体
的
に
行

い
、
そ
れ
に
伴
い
排
泄
や
更
衣
等
介
護
職
員

達
が
関
わ
れ
る
生
活
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
排
泄
に
関
し
て
は
、
自
宅
で
可

能
な
方
法
を
ご
利
用
者
様
や
ご
家
族
様
に

介
護
職
員
が
聞
き
取
り
、
支
援
し
て
い
ま

す
。
時
に
は
、
自
宅
に
訪
間
し
て
在
宅
復
帰

の
課
題
を
在
宅
部
門
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
克
服
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
徴
と
し
て
病
院
と
併
設
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
一一一呈
”
療
法
士
に
よ
る
嘩
下

評
価
が
適
宜
行
わ
れ
、
希
望
と
さ
れ
る
経
口

摂
取
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
看
介
護
職
員

が
引
き
継
ぎ
支
援
し
て
い
ま
す
。
又
、
口
腔

ケ
ア
の
大
切
さ
か
ら
、
日
腔
ケ
ア
委
員
会
が
、

平
成
２‐
年
度
か
ら
看
護
師
や
介
護
福
祉
士

で
発
足
し
、
平
成
２４
年
度
よ
り
介
護
保
険

改
正
に
伴
い
歯
科
医
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
を

開
始
し
、
日
腔
内
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

入
所
さ
れ
て
い
る
方
々
に
季
節
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
お
花
見
や
七
夕
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
等
と
い
っ
た
行
事
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
法
人
主
催
の
め
い
か
い
祭
り
で

は
、
家
族
交
流
会
だ
け
で
な
く
地
域
の
方
も

参
加
で
き
る
催
し
を
企
画
し
て
地
域
と
つ
な

が
れ
る
よ
う
に
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。
最
近
、
石
鹸
や
入
浴
剤
と
い
っ
た
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
人
気
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、
））
の
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
定
期
的
に
ご
利
用
者
様

や
ご
家
族
様
が
体
験
さ
れ
癒
さ
れ
る
と
共

に
「香
」
も
好
評
で
す
。

音
楽
を
使
っ
て
楽
し
く
心
身
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
生
き
る
歓
び
を
感
じ

て
も
ら
え
る
活
動
と
し
て
、
約
８
年
前
か
ら

音
楽
療
法
士
に
よ
る
音
楽
療
法
を
定
期
的

に
取
り
入
れ
で
い
ま
す
。
歌
唱
で
呼
吸
器
の

強
化
、
合
奏
で
リ
ズ
ム
感
の
復
活
、
手
を
使

っ
て
の
脳
の
活
性
化
を
軸
に
、
介
護
職
員
と

共
に
ご
利
用
者
様
の
変
化

気
づ
き
を
感
じ

て
い
ま
す
。
日
頃
、
何
事
に
も
集
中
し
難
い

ご
利
用
者
様
が
、
活
動
に
集
中
す
る
ご
家

族
様
が
歌
う
姿
を
見
て
驚
く

一
場
面
も
見

ら
れ
ま
す
。

介
護
福
祉
士
や
理
学
療
法
士
、
看
護
学

生
、
歯
科
衛
生
士
等
の
実
習
生
を
受
け
入

れ
、
未
来
の
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
新
卒
者
も
入
職
さ
れ
活
躍
し
て
い
ま

す
。
職
員
研
修
で
は
、
法
人
内
だ
け
で
な
く

外
部
の
研
修
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
基
本
方
針
で
あ
る
「
人
と
し
て

の
尊
厳
を
大
切
に
、
自
負
と
誇
り
に
裏
打

ち
さ
れ
た
不
断
の
努
力
と
研
鑽
を
心
が
け
、

チ
ー
ム
で
満
足
い
た
だ
け
る
質
の
高
い
安
全

な
医
療

看
護

介
護
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供

し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
け
る
施
設
を
目
指
し
、
職
員
一

同
日
々
努
力
を
惜
し
ま
ず
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
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